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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月3日(2021.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テープ状の磁気記録媒体であって、
　基体と、
　前記基体上に設けられた下地層と、
　前記下地層上に設けられた磁性層と
　を有し、
　前記基体は、ポリエステルを主たる成分として含み、
　前記下地層の平均厚みは０．９μｍ以下であり、
　前記下地層および前記磁性層は、潤滑剤を含み、
　前記磁性層は、多数の孔部が設けられた表面を有し、前記表面の算術平均粗さＲａは、
２．５ｎｍ以下であり、
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、３．５ｍ2／ｇ以上であり、
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　前記磁気記録媒体の垂直方向における角形比は、６５％以上であり、
　前記磁性層の平均厚みは、９０ｎｍ以下であり、
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、５．４μｍ以下である
　磁気記録媒体。
【請求項２】
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、５．３μｍ以下である
　請求項１記載の磁気記録媒体。
【請求項３】
　前記磁気記録媒体のヤング率は、７．７８ＧＰａ以下である
　請求項２記載の磁気記録媒体。
【請求項４】
　前記基体の平均厚みは、４．２μｍ以下である
　請求項２記載の磁気記録媒体。
【請求項５】
　前記基体の、前記下地層と反対側に設けられたバック層をさらに有し、
　前記バック層の平均厚みは、０．３μｍ以上０．５μｍ以下である
　請求項２記載の磁気記録媒体。
【請求項６】
　前記下地層の平均厚みは０．５μｍ以上である
　請求項２記載の磁気記録媒体。
【請求項７】
　ＢＪＨ法により求められる前記磁気記録媒体の全体の平均細孔直径は、６ｎｍ以上１２
ｎｍ以下である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項８】
　前記磁気記録媒体に加わる張力が０．４Ｎであるときの前記表面と磁気ヘッドとの間の
動摩擦係数μＡと、前記磁気記録媒体に加わる張力が１．２Ｎであるときの前記表面と前
記磁気ヘッドとの間の動摩擦係数μＢとの摩擦係数比μＢ／μＡが、１．０以上１．８以
下である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項９】
　前記磁気記録媒体に加わる張力が０．６Ｎであるときの、前記磁気記録媒体の走行開始
から５回目の前記表面と磁気ヘッドとの間の動摩擦係数μＣ（５）と、前記磁気記録媒体
に加わる張力が０．６Ｎであるときの、前記磁気記録媒体の走行開始から１０００回目の
前記表面と前記磁気ヘッドとの間の動摩擦係数μＣ（１０００）との摩擦係数比μＣ（１
０００）／μＣ（５）が、１．２以上１．８以下である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１０】
　前記磁性層は磁性粉を含み、
　前記磁性粉の平均アスペクト比は、１．１以上３．０以下である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１１】
　前記磁性層は磁性粉を含み、
　前記磁性粉は、Ｂａ（バリウム）およびＳｒ（ストロンチウム）のうちの少なくとも１
種を含有する六方晶フェライト、ε酸化鉄またはＣｏ（コバルト）含有スピネル型フェラ
イトを含む
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１２】
　前記磁性層は磁性粉を含み、
　前記磁性粉の平均粒子サイズは、２５ｎｍ以下である
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　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１３】
　前記潤滑剤は、下記の一般式＜１＞から一般式＜４＞でそれぞれ示される化合物のうち
の少なくとも１種を含む
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
ＣＨ3（ＣＨ2）nＣＯＯＨ …＜１＞
（但し、前記一般式＜１＞において、ｎは１４以上２２以下の範囲から選ばれる整数であ
る。）
ＣＨ3（ＣＨ2）pＣＯＯ（ＣＨ2）qＣＨ3  …＜２＞
（但し、前記一般式＜２＞において、ｐは１４以上２２以下の範囲から選ばれる整数であ
り、ｑは２以上５以下の範囲から選ばれる整数である。）
ＣＨ3（ＣＨ2）nＣＨ＝ＣＨ（ＣＨ2）mＣＯＯＨ　…＜３＞
（但し、前記一般式＜３＞において、ｎ＋ｍは１２以上２０以下の範囲から選ばれる整数
である。）
ＣＨ3（ＣＨ2）pＣＯＯ－（ＣＨ2）qＣＨ（ＣＨ3）2 …＜４＞
（但し、前記一般式＜４＞において、ｐは１４以上２２以下の範囲から選ばれる整数であ
り、ｑは１以上３以下の範囲から選ばれる整数である。）
【請求項１４】
　前記下地層が、多数の孔部を有し、
　前記磁性層の孔部と前記下地層の孔部とがつながっている
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１５】
　前記磁性層の前記表面の算術平均粗さＲａは、０．８ｎｍ以上である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１６】
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、４．０ｍ2／ｇ以上である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１７】
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、４．５ｍ2／ｇ以上である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１８】
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、５．０ｍ2／ｇ以上である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項１９】
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、７．０ｍ2／ｇ以下である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項２０】
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、６．０ｍ2／ｇ以下である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項２１】
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、５．５ｍ2／ｇ以下である
　請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項２２】
　テープ状の磁気記録媒体を順次送り出すことのできる送り出し部と、
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　前記送り出し部から送り出された前記磁気記録媒体を巻き取ることのできる巻き取り部
と、
　前記送り出し部から前記巻き取り部へ向けて走行する前記磁気記録媒体と接触しつつ、
前記磁気記録媒体への情報書き込み、および前記磁気記録媒体からの情報読み出しを行う
ことのできる磁気ヘッドと
　を備え、
　前記磁気記録媒体は、
　基体と、
　前記基体上に設けられた下地層と、
　前記下地層上に設けられた磁性層と
　を有し、
　前記基体は、ポリエステルを主たる成分として含み、
　前記下地層の平均厚みは０．９μｍ以下であり、
　前記下地層および前記磁性層は、潤滑剤を含み、
　前記磁性層は、多数の孔部が設けられた表面を有し、前記表面の算術平均粗さＲａは、
２．５ｎｍ以下であり、
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、３．５ｍ2／ｇ以上であり、
　前記磁気記録媒体の垂直方向における角形比は、６５％以上であり、
　前記磁性層の平均厚みは、９０ｎｍ以下であり、
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、５．４μｍ以下である
　磁気記録再生装置。
【請求項２３】
　前記磁気記録媒体の長手方向に加わるテンションを調整可能な構成を有する
　請求項２２に記載の磁気記録再生装置。
【請求項２４】
　テープ状の磁気記録媒体と、
　前記磁気記録媒体を収容する筐体と
　を備え、
　前記磁気記録媒体は、
　基体と、
　前記基体上に設けられた下地層と、
　前記下地層上に設けられた磁性層と
　を有し、
　前記基体は、ポリエステルを主たる成分として含み、
　前記下地層の平均厚みは０．９μｍ以下であり、
　前記下地層および前記磁性層は、潤滑剤を含み、
　前記磁性層は、多数の孔部が設けられた表面を有し、前記表面の算術平均粗さＲａは、
２．５ｎｍ以下であり、
　前記潤滑剤を除去および乾燥した状態における前記磁気記録媒体の全体のＢＥＴ比表面
積は、３．５ｍ2／ｇ以上であり、
　前記磁気記録媒体の垂直方向における角形比は、６５％以上であり、
　前記磁性層の平均厚みは、９０ｎｍ以下であり、
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、５．４μｍ以下である
　磁気記録媒体カートリッジ。
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